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ご 挨 拶 
 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 

総合医学教育センター教授 

錦織 宏 
 

 本学医学系研究科に地域医療教育学寄附講座が開設されて 14 年目となりました。

一期生はすでに卒業後 8 年目となり医師としてそれぞれの病院で活躍しておりま

す。また本年度も諸先輩同様に、優秀かつ地域医療に対する情熱を持った、医療者

とし将来を嘱望される資質豊かな新入生を迎えました。我々教員の責任の重さを

益々自覚しているこの頃であります。卒前教育にあたる我々の責務は、彼らに幅広

い基本的臨床能力と他者への共感豊かなコミュニケーション能力、および利他的な

行動原理（医のプロフェッショナリズム）といった、医師としてのコア能力をきち

んと修得してもらうことにあります。我々関係者の願いとしては、それにとどまら

ずに、彼らのその後（義務年限終了後）のキャリアパスをより豊かなものにして、

生涯にわたって愛知県を愛し、その地域医療を担ってもらうことにあります。 

 今後とも引き続き、皆様方の温かい励ましとご鞭撻をお願い申し上げまして、ご

挨拶とさせていただきます。 

 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 

地域医療教育学寄附講座特任准教授  

宮崎 景 
 

 日頃より名古屋大学医学系研究科地域医療教育学寄附講座にご指導、ご鞭撻をい

ただき、誠にありがとうございます。学内外の関係者のご支援に対して、その成果

をご報告する意味を込めまして、2022 年度の年報を作成いたしました。 

 私は 2022 年 4 月に着任致し、2009 年度の講座開設以来構築され継続されてきた各

種の事業、研究、教育活動等を引き継ぎ、多大な責任とやりがいを感じながら過ご

してまいりました。今後とも当講座が未来に向かって継続していけるよう、ご支援

の程何卒よろしくお願いいたします
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１.スタッフ紹介 
 

特任准教授 宮崎 景 

（令和 4年 4月 1日～） 

 

愛知県名古屋市出身。平成 9年名古屋大学医学部卒業。土岐市立総

合病院で研修。平成 12 年国立循環器病センターへ国内留学。その

後、名城病院を経て、平成 14 年から平成 20 年まで名古屋大学付属

病院勤務。その間平成 18 年には同院総合診療部大学院を満期退学。平成 20 年

からミシガン大学家庭医療科レジデント。その後、高茶屋診療所、三重大学医学

部付属病院を経て、令和 4年 4月、当講座特任准教授に着任。米国家庭医療専門

医、日本プライマリ・ケア連合学会認定プライマリ・ケア認定医、指導医。日本

内科学会総合内科専門医。 

 

特任講師 末松 三奈 

（平成 25 年 12 月 1 日～） 

 

愛知県名古屋市出身。平成 13 年三重大学医学部卒業。同大学医学 

部附属病院で研修、第三内科入局。平成 19 年三重大学医学系研究 

科博士課程を修了し、医学博士を取得。平成 21 年に Oxford English Centre 終了。

内科認定医、日本糖尿病学会専門医、日本医師会認定産業医。聖隷浜松病院総合 

診療内科の臨床経験・指導経験を生かし当講座に着任。 
 

 

特任助教 高橋 徳幸 

（平成 29 年 4 月 1 日～） 

 

岡山県岡山市出身。平成 17 年岡山大学医学部卒業。名古屋大学医 

学部附属病院で初期研修。その後、同病院総合診療部を含め地域 

の診療所や病院で家庭医療後期研修。平成 23 年には名古屋大学大学院医学系研 

究科へ進学、平成 27 年に満期退学。平成 27 年 4 月から平成 29 年 3 月まで名古 

屋大学医学部附属病院卒後臨床研修・キャリア形成支援センター病院助教。平成 

29 年 4 月、当講座助教に着任。日本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療専門 

医/指導医、総合診療専門医/特任指導医。博士（医学） 

 

講座秘書 松田 敦子（平成 29 年 4 月 1 日～） 
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２.地域枠学生関連 

1．地域枠学生特別カリキュラム 

名古屋大学の地域枠学生には、大都市から人口過疎地や離島まで様々な生活様態

を抱える愛知県の全住民が安心して暮らすために、必要なヘルスケアを提供できる

医師を目指すための特別カリキュラムがあります。さらに愛知県での学びや医師経

験を活かして、将来において全国どの地域社会・医療機関であっても、状況が求め

るヘルスケアを提供できるようになることを目指すための、特別カリキュラムが用

意されています。 

 

1-1．オリエンテーション（入学時） 
令和4年度も新入学の地域枠学生対象に入学式後は当講座独自のオリエンテーショ

ンを実施しました。愛知県からは愛知県医師確保修学資金の説明、そして当講座か

らは地域枠学生カリキュラムの説明を行いました。下記が当日のスケジュールで

す。 

 

（1） 歓迎の挨拶 

（2） 教員・スタッフ紹介 

（3） 新入生自己紹介 

 

＜令和4年度入学生＞ 

萩原 くるみ（はぎわら くるみ） 

鄭  在鴻（じょん じぇほん） 

吉井 初穂（よしい はつほ） 

犬飼 佳吾（いぬかい けいご） 

松村 彩花（まつむら あやか） 

 

（4） 愛知県医師確保修学資金説明 

（5） 地域枠学生ガイダンス 

（6） 質疑応答 
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第 1 回地域医療セミナー 

1-2．地域医療セミナー（全学年） 

地域医療を充実させるためには、医師を増やすことに加え、医療の実践そのもの

を変えていく必要があります。地域住民のニーズに応える形で新たな地域医療を作

りだしていかなければなりません。そんなミッションを持っているのが、この講座

に所属する地域枠の学生たちです。将来に向かって、彼らに様々な興味を持っても

らうために、地域医療にとどまらない、幅広い分野の講師陣を招いて、年に5回のセ

ミナーを実施しています。1 ～4 年生の参加が必須です。 

令和4年度も以下のように様々なセミナーを実施しました。第2回地域医療セミナ

ー（*1）、第3回地域医療セミナー（*2）については詳細を紹介します。 

 

令和4年度地域医療セミナー 

回 開催日 内容 

1 5 月 9 日 4 年生研究発表・宮崎先生のお話 

2 6 月 20 日 病院見学のチーム分け 他 

3 9 月 26 日 病院見学報告会 

4 11 月 14 日 
講演：卓越したジェネラリスト診療 

（医療福祉生協連家庭医療学開発センター 藤沼康樹先生） 

5 2 月 13 日 

文部科学省 ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業 

医療人類学とバーチャル教育を活用した屋根瓦式地域医療 

教育（濃尾+A）キックオフシンポジウムへの参加 

 

 

 
第４回地域医療セミナー 
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*1 第 2回地域医療セミナー 

 

 毎年、第2回地域医療セミナーは、夏の病院見学（インタビュー）にむけて地域枠

学生としてのミッションや病院見学の目的を改めて確認するとともに、事前学習を

行っています。令和4年度はグループ分けを行った後、各グループで質問内容などを

決定し、病院見学（インタビュー）の準備を行いました。 
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*2 第 3回地域医療セミナー「病院見学報告会」 

平成23年度より地域枠学生を対象に実施している病院見学ですが、令和4年度も5

病院にご協力いただきました。また全病院の見学終了後に、地域医療セミナーとし

て報告会を実施しました。報告会には、ご協力を賜った医療機関の先生方にオンラ

インで参加いただき、発表内容へのコメントをいただきました。 

 

 

 

見学病院と見学グループメンバー 
 

渥美病院：武市理央 犬飼佳吾 竹内佑 

稲沢市民：所奎一郎 萩原くるみ 鏡味咲耶 和田遊太 

海南病院：村松瑛心 鈴木謙一 吉井初穂 鈴木紘平 

津島市民：西川弘晃 鄭在鴻 谷口拓未 森本崇嗣 

豊田厚生：吉岡暁子 近藤文音 隈部健 松村彩花 

  （順不同） 
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1-3．基礎医学セミナー（3年生後期） 

医学部3年生後期のカリキュラムの1つです。当講座では地域枠学生6名を受け入

れ、約半年間にわたり、研究、教育活動を行いました。  

医学部3年生全体の後期ガイダンス後に、当講座でのガイダンスを実施しました。

地域枠学生6人と研究指導にあたる教員3人が互いに改めて自己紹介をし、ここから

半年間についての意気込みを語りスタートしました。 

 

当講座では研究の基礎を学ぶため、専門の 

 先生をお呼びしてセミナーを実施しています。 

令和 4年度も 10、11 月に名古屋経済大学 

人間生活学部教育保育学科 特任教授の大谷 

尚先生をお迎えして、3日間かけてじっくり 

と「質的研究」について学びました。質的研 

究のためのプロトコル作成や、SCAT を用い 

た質的データ分析を初めて経験して、参加

学生も悪戦苦闘していましたが、中には新た 

  な才能を見出された学生もいました。 

  11月には、愛知医科大学病院臨床研究支

援センター准教授の大橋渉先生をお招きし

て、「量的研究」の基礎となる「統計学」に

ついて学びました。「質的」「量的」どちら

の研究をする学生にとっても必要な知識で

す。貴重な学びの機会を得ることができたの

ではないでしょうか。 

またセミナー・ワークショップとは別に講

座内でのミーティングを行いました。毎週月

曜日の全体リサーチミーティングでは、教

員と学生が全員集合して研究の進捗状況の

確認を行いました。毎週水曜日のジャーナル

クラブでは週替わり担当制で、教員と学生が研究に関連する論文を紹介しました。

毎回、異なった話題が飛び出し、意見を交換することで、研究に対する意識も高ま

りました。 

プロトコルワークショップ 

SCAT ワークショップの様子 

統計学セミナーの様子 
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《スケジュール・指導体制のまとめ》 

開催月 名称 講師 

10 月 ガイダンス 全教員 

10 月 
質的研究のためのプロトコル作成

セミナー・ワークショップ 1 日 

名古屋経済大学 人間生活学部教育

保育学科 

大谷 尚 先生 

10・11 月 
SCAT セミナー・ワークショップ 

全 2 日 

名古屋経済大学 人間生活学部教育

保育学科 

大谷 尚 先生 

毎週月曜午後 
リサーチミーティング/ジャーナル

クラブ 
全教員 

毎週水曜午後 ジャーナルクラブ 担当教員 

12 月 第 1 回報告会 
名鉄病院 葛谷雅文 先生 

全教員 

11 統計学セミナー全 2 日 
愛知科大学臨床研究支援センター 

准教授 大橋 渉 先生 

1 月 第 2 回報告会 
名鉄病院 葛谷雅文 先生 

全教員 

2 月 学内抄録締切  

2 月 最終報告会 
名鉄病院 葛谷雅文 先生 

全教員 

3 月 基礎医学セミナー発表会 全教員 

        

   

  

 

 



8 

 

2022 年度 基礎医学セミナー発表会 

令和 5 年 3 月 2 日（木） 

 

《口頭発表》 

近藤 文音 

名古屋大学医学生の在学中及び卒業後における学会発表や論文作成に関する調査 

 

村松瑛心 

総合診療科指導医の共感に対する認識構造の解明 

 

 

《ポスター発表》 

武市理央 

「新しい健康概念『Positive Health』を日本人はどう受け止めるのか」 

 

所奎一郎 

地域枠医学生及び卒業生の「地域枠に関する認識」の地域差に関する検討 

 

西川弘晃 

2 項目日本語版 The Consultation and Relational Empathy(CARE) Measure の妥当性

および信頼性の検証 

 

吉岡曉子 

オンラインフォーラム機能を有した認知症介護者支援アプリが家族介護者の「社会的

孤立」の認知に与える影響：質的探索的研究 
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学生抄録 
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学生抄録 
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学生抄録 
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学生抄録 
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学生抄録 
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学生抄録 
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1-4．学会発表（4年生） 

 

 

参加者 題目 学会名 開催日・会場 

谷口 拓未 我が国における地

域枠医学生及び卒

業生の地域枠に関

する認識 

第 54 回日本医学

教育学会  

8/5-8/6 

（オンライン） 

 

和田 遊太 

 

名古屋大学医学生

の在学中および卒

業後における学会

発表や論文作成に

関する調査 

第 54 回日本医学

教育学会 

8/5-8/6 

（群馬） 
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1-5．臨床実習Ⅱ 地域病院実習（5，6年生） 

臨床実習Ⅱ一期、二期各 8 週間のうち一方は、大学病院の診療科ではなく、県内の地

域の病院でクリニカルクラークシップを行っています。また実習に臨む前には準備ワ

ークショップをオンラインで開催し実習内容や目標を共有しています。 

例年、渥美病院、海南病院、ＡＯＩ名古屋病院のいずれか1箇所で、8週間にわた

り実習を行います。 

 

 

＜2022年実習病院＞ 

 

（第一期）令和4年1月11日～令和4年3月4日 

ＡＯＩ名古屋病院：佐橋一輝（内科を中心としたクラークシップ） 

 

（第二期）令和4年3月22日～令和4年5月20日 

海南病院：安藤大貴（老年内科、総合内科を中心としたクラークシップ） 

渥美病院：山田聡：（内科を中心としたクラークシップ） 
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３.活動報告 
 

活動概要 

令和 4 年度も引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、セミナ

ー・講義の実施については、時にはオンラインで時には対面で行うといった臨機

応変な対応が求められる年でした。様々な工夫により今まで継続されてきたカリ

キュラムを着実に遂行し、講座の教育活動や研究活動を発展させていくことがで

きました。また、3年生対象の基礎医学セミナーでの研究においては教員と学生が

相互に刺激を受け充実したものとなりました。 

さらに文部科学省事業である「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事

業」について、医療人類学とバーチャル教育を活用した屋根瓦式地域医療教育

（濃尾+A）が本学を代表校として岐阜大学と共同で採択されたことにより、今後

主に医療人類学やバーチャル教育の観点から地域枠学生向けカリキュラムの充実

を図っています。 

  講座内の体制としては、宮崎景特任准教授が着任し、末松三奈特任講師、高橋

徳幸特任助教、講座秘書の松田敦子とともに新たな体制で運営を行いました。 
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1．主な活動 

当講座には継続して実施している活動が多くあります。その中で代表的な活動に

ついて紹介し、一部（◎印）は別に詳しく紹介します。その他の活動については一

覧にまとめましたので、ご確認ください。 

 

《卒前教育》 

 

患者中心の医療の実践を目指し、卒前教育では、多職種連携（医師・看護師・薬

剤師など診療に関わるスタッフが協働して患者のケアにあたること）についてのカ

リキュラムを多く取り入れています。 

 

臨床実習Ⅰ（ポリクリⅠ）                 医学部医学科5年生実習 

通称名は、ポリクリIPE（多職種連携教育）または、つるまい・名城IPEです。模

擬患者（SP）参加型の多職種連携教育実習を実施しました。令和4年度は「糖尿病と

認知症」をテーマとして行いました。SPからの患者目線でのフィードバックが、大

きな気づきを学生に与えていました。SPとの面接で情報を引き出しながら、支援計

画や療養計画を作成しました。医学生、薬学生、看護学生がそれぞれの専門知識や

経験をもとに様々な提案をしていました。互いに意見を出し合いながら取り組むこ

とで、職種理解が進んだと考えられます。 

 

医学入門～シネメデュケーション～  医学部医学科・名城大学薬学部1年生講義 

カードゲームを使った多職種連携教育（iPEG）と映画を使った医学教育（シネメ

デュケーション）を行いました。令和4年度は、「ピア まちをつなぐもの（綾部真

弥 監督、2019年、日本」を鑑賞し議論しながらグループごとに意見をまとめまし

た。医療や人生観を学ぶ入口にもなっています。名古屋大学医学部、名城大学薬学

部合同で行いました。 

 

◎オンライン健康増進教室         医学生、薬学生、看護学生、栄養学生 

別ページで詳細を紹介します。 

 

基本的臨床技能実習（多職種連携教育）         医学部医学科4年生講義 

 多職種による協働を目指し、本実習では、多職種連携教育についての概要を学ん

だあと、実際の事例をもとに学生が多職種情報共有と療養計画作成のためのグルー

プワークを行いました。令和 4 年度は認知症診断後のご家族にお越しいただき、実
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際に対話を行い、より実践的なグループワークとなりました。多職種の視点から得

られた情報と役割を理解し、チームで協働できることを目的としています。 

 

地域医療学                       医学部医学科4年生講義 

外部の先生にもご協力いただき、「地域医療学総論」「愛知県の地域医療」「地

域医療現場におけるProfessionalism」「地域医療におけるリハの役割と連携」「病

診・病病連携、各種連携医療」「在宅診療の未来～遠隔診療とテクノロジー～」な

どを通して、地域医療に関して幅広く学びました。オンライン会議システムZoomや

e-Learning システムNUCTを使用して行いました。 

 

特別講義IPE（地域におけるIPE）            医学部医学科4年生選択講義 

令和4年度は5学科の学生が参加したSP参加型実習となりました。前半はチームビ

ルディングやレクチャーを行い、後半は5学科混合チームでシナリオを元に症例検討

を行い、模擬患者（SP）との医療面接から情報収集をして患者中心型療養計画を作

成しました。ディスカッションを繰り返しながら、他職種の役割や視点の気づきを

得ることができ、多職種連携医療に必要なコミュニケーションを学びました。 

 

《卒後教育》 

 

名古屋大学附属病院研修医オリエンテーション 

研修医採用時の研修として、医療コミュニケーションに関連した講義・ワークシ

ョップを担当しています。医師・歯科医師として実際に患者診療に携わる立場とな

っての学習です。 

 

◎木曽川メディカルカンファレンス研修医勉強会 

別ページで詳細を紹介します。 

 

《学外講義》 別ページで詳細を紹介します。 

◎豊かな人間形成のための 学びの杜・学術コース 

 （名古屋大学大学院教育発達科学研究科附属 高大接続研究センター） 
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1-1．オンライン健康増進教室 

平成26年度からスタートした活動「糖尿病教室」を「オンライン健康増進教室」

として開催しています。令和4年度は第11回杉浦地域医療振興助成 研究分野に選出

されました。 

 

 

令和4年度 開催概要 

 

日 時：8 月20 日（土） 9 時20分～ 12 時30分  

オンライン健康増進教室実践のためのワークショップ 

     9 月10 日（土）12 時～ 17 時 

オンライン健康増進教室 

 

参加者：学生 11 名 

    薬学生 4 名（名城大学薬学部） 

    看護学生 2 名（一宮研伸大学看護学部） 

    栄養学生 4 名（名古屋学芸大学管理栄養学部管理栄養学科） 

    医学生 1 名（名古屋大学医学部医学科） 
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1-2．木曽川メディカルカンファレンス（KMC） 

従来の二次医療圏、県境などを超えた新たな枠組みで住民目線の生活医療圏を基

盤とした研修医教育や連携を通じた地域医療の充実を目指す新たな試みが「木曽川

メディカルカンファレンス」です。木曽川河口域の生活医療圏を中心として臨床研

修病院と当講座が協力して活動しています。活動は平成22年度から続いており、現

在は、いなべ総合病院、稲沢市民病院、海南病院、桑名市総合医療センター、津島

市民病院が参加しています。毎回多くの研修医が参加し、新たな学びを得るととも

に研修医同士の交流も盛んに行われています。また指導医同士も連携を深めていま

す。 

 

令和４年度 木曽川メディカルカンファレンス研修医勉強会 

 

（第1 回）  

2022年6月24日（金） 

 

幹事病院：海南病院（オンライン開催）            

テーマ：手術・縫合が上手くなるための基本手技トレーニング  

講 師：海南病院 安村恒央 先生 

※ 勉強会終了後第1回世話人会開催 
 

（第 2 回） 

2022 年 10 月 7 日（金）  

 

幹事病院：稲沢市民病院（オンライン開催） 

テーマ：MKSAPで学ぶ、世界レベルの内科診療 

講 師：名古屋大学医学部附属病院 近藤猛 先生 
     

（第3 回） 

2023年2月17日（金） 

 

幹事病院：津島市民病院（オンライン開催） 

テーマ：救急医療における呼吸マネジメントいろは 

講 師：津島市民病院 谷本光希 先生 

※ 勉強会終了後第 2 回世話人会開催 
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1-3．学びの社・学術コース 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科附属高大接続研究センター主催で実施され

ている高校生対象の講座です。名古屋大学の教員が中心となって授業をし、それぞ

れの学問分野について高校生に知の探究について体験してもらうことを目的とした

学術的な講座です。令和4年度も昨年度と同様にオンライン会議システムZoomにて開

催しました。 

 

令和4 年8月24日（水）10 時～12 時半 

講 師：宮崎景特任准教授、末松三奈特任講師、高橋徳幸特任助教、 

テーマ：「チーム医療（多職種連携医療）について学ぶ」 

内 容：チーム医療ミニレクチャー、チーム医療クイズ（Jeopardy）、 
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2. 医療人類学とバーチャル教育を活用した 

屋根瓦式地域医療教育(濃尾+A) 関連 

 
 本学を代表校として岐阜大学と共同で採択された、令和 4年度文部科学省事業で

ある「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」医療人類学とバーチャル教 

育を活用した屋根瓦式地域医療教育（濃尾+A）に関する活動が始まりました。主に医

療人類学やバーチャル教育の観点から地域枠学生向けカリキュラムの充実を目指し

ています。 
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3．学会活動 

令和4年度も様々な研究成果を発表しました。ここでは、学生の発表を紹介させて

いただきます。 

 

 

第54回日本医学教育学会 
 

発表者： 谷口 拓未 

形 式： オンライン発表 

題 目： 我が国における地域枠医学生及び卒業生の地域枠に関する認識 

※ Student Award（最優秀発表賞）受賞 

 

第 54 回日本医学教育学会 

 

発表者： 和田 遊太 

形 式： 口頭発表 

題 目： 名古屋大学医学生の在学中および卒業後における学会発表や論文作成に関

する調査 

※ Student Award（優秀発表賞）受賞 
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4．論 文 

令和4年度も積極的に論文等を投稿しました。一部を紹介致します。 

 

掲載誌：Medicine 

題 名：Diversity of academic general medicine 

A cross-sectional bibliometric study of original English-language 

research articles in general medicine and cardiology in Japan 

筆頭者：高橋 徳幸 

 
 
掲載誌：Family Practice 

題 名：A 2-item version of the Japanese Consultation and Relational Empathy 

measure: a pilot study using secondary analysis of a cross-sectional 

survey in  primary care 

筆頭者：高橋 徳幸 
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Diversity of academic general medicine 

A cross-sectional bibliometric study of original English-language 

research articles in general medicine and cardiology in Japan 
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A 2-item version of the Japanese Consultation and  

Relational Empathy measure: a pilot study using secondary analysis of a cross-sectional 

survey in primary care  
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41 

 

 



42 
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卒前教育 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 5 日 講義/実習 地域枠オリエンテーション 宮崎、末松、

高橋 

地域枠 1年

生 

通年 

（全 17 回） 

臨床実習 ポリクリⅠ つるまい・名城

IPE（多職種連携教育）：糖尿

病・認知症ケアにおける IPE 

宮崎、末松、

高橋 

医学部 4・5

年生 

5月10日他 

（計 5回） 

講義/実習 地域医療セミナー 宮崎、末松、

高橋 

地域枠 1年

生 

～4年生 

後期 

(10 月～3 月) 

講義/実習 基礎医学セミナー（研究室配

属） 

宮崎、末松、

高橋 

地域枠 3年

生 

10 月 13 日 

10 月 20 日 

講義/実習 医薬入門～シネメデュケーシ

ョン 

宮崎、末松、

高橋 

医学部 1年

生 

10 月 21 日 

10 月 28 日 

講義/実習 基本的臨床技能実習 

（多職種連携教育） 

宮崎、末松 医学部 4年

生 

8 月 26 日 

9 月 25 日 

ワークシ

ョップ 

オンライン健康増進教室 末松 医 療 系 学

生 

栄養学生 

10 月 22 日

他（計 7回） 

講義/実習 地域医療学 宮崎、末松 医学部 4年

生 

11 月 29 日 講義/実習 特別選択講義：地域における

IPE 

宮崎、末松、

高橋 

医 療 系 学

生 

福 祉 系 学

生 

12 月 6 日 

12 月 7 日 

講義/実習 特別選択講義：死の教育 高橋 医学部 4年

生 

月例 会議 学部教育委員会 宮崎  
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卒後教育 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 8 日 講演会 名大病院研修医 

オリエンテーション 

高橋 医科、歯科研

修医、薬剤レ

ジデント 

6 月 24 日

他 

（計 3回） 

WS 主催 地域生活医療圏を基盤とした

臨床研修支援事業木曽川メデ

ィカルカンファレンス研修医

勉強会 

宮崎、 

末松、 

高橋 

研修医 

 

講演・セミナー 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

6 月 12 日 講演 支えあいで変わる新しい介護 末松 認知症患者

のご家族 

9 月 10 日 講演 みんなで知ろう！これからの

ヘルスアと認知症 

末松 認知症患者

のご家族 

10月 12日 講演 医薬品適正使用協働研究会 末松 医療関係者 

12 月 3 日 講演 第 17回 公益社団法人日本鍼

灸師会 全国大会 

高橋 医療関係者 

2 月 11 日 講演 第 6 回 日本免疫不全・自己

炎症学会 

高橋 医療関係者 

 

 

講義 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

4 月 22 日 講義 神経系理学療法学実習 末松 理学療法生 

8 月 25 日 講義／実

習 

高大接続研究センター 

学びの杜・学術コース 

宮崎、末松、 

高橋 

高校生 

 

その他 

開催日 詳細区分 名  称 担当教員 対象者 

7 月 1 日 

11 月 9 日 

3 月 8 日 

会議 なごや IPE ネットワーク会議 宮崎、末松、 

高橋 

IPE 担当教

員 

随時 ＷＳ ＳＰトレーニング 末松 SP 
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４.業績記録 
 

論文・発表等 業績一覧 

（令和 4年度） 

論文 
 

1．Noriyuki Takahashi, Takaharu Matsuhisa, Kunihiko Takahashi, Nobutaro 

Ban. Diversity of academic general medicine A cross-sectional 

bibliometric study of original English-language research articles in 

general medicine and cardiology in Japan. Medicine．2022.101(11):e29072 

 

２．Noriyuki Takahashi, Takaharu Matsuhisa, Kunihiko Takahashi, Muneyoshi 

Aomatsu, Stewart W Mercer, Nobutaro Ban．A 2-item version of the 

Japanese Consultation and Relational Empathy measure: a pilot study 

using secondary analysis of a cross-sectional survey in  primary care．

Family Practice.2022.39(6).1169-1175 
 

３. Yasuyuki Goto, Kohei Morita, Mina Suematsu, Takahiro Imaizumi, Yusuke 

    Suzuki．Caregiver Burdens, Health Risks, Coping and Interventions among  

Caregivers of Dementia Patients: A Review of the Literature．Internal 

Medicine．2023.0911-22 
 

４．Akiteru Takamura, Ako Machino, Yukari Sugiyama, Atsunori Sako, Kosuke 

Kohashi, Chizuru Yabe, Hidefumi Ichinose, Fuminao Kitanishi, Mitsuru 

Kubota, Kei Miyazaki. The present circumstances of pediatric practice 

by family physicians in Japan:Cross sectional research. Journal of 

General and Family Medicine.2023.24(1):16-23 
 

５. Keiichiro Narumoto, Kei Miyazaki, Machiko Inoue, Makoto Kaneko, Tadao 

Okada and Motoi Sugimura. Investigating women's health issues and help-

seeking intentions in primary care in Japan:a cross-sectional study. 

BMC Primary Care.2022.23(1):250 
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 症例報告 

 

１. Noriyuki Takahashi, Ryo Hanajiri, Masashi Suzuki, Chise Anan, Atsushi 

Inagaki, Dai Kishida, Shohei Ozawa, Sho Kohri, Nobuhide Kamiya, Motoki 

Sato and Juichi Sato. Myelodysplastic syndrome with trisomy  presenting 

periodic fever and multiple MEFV gene variants outside exon 10:  

a case report. Nagoya J. Med.Sci.85.195-203 

 

２．高橋徳幸，中島麻梨絵．VEXAS 症候群に対するルキソリチ二ブの治療選択肢とし

ての可能性．JSIAD Journal.2(1)2-9,2023 

 

書籍 

 

1．編著：石井均， 

著者：赤井靖宏，東光久, 臼井麗玲華，片岡仁美，北村世都，厚坊浩史, 清水研，

高橋徳幸，中田明子，水野裕，虫明元，森崎志麻，森田亮． 

医療現場の共感力. 金芳堂.2023 年 
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学会発表・シンポジウム等 

１．小森拓，末松三奈，前田惠子，鈴村安子．2型糖尿病患者におけるＳＧＬＴ2阻

害薬ルセオグリフロジンの有効性と動脈硬化への影響（第一報）．第 65 回日本

糖尿病学会（2022.5.神戸） 

２．南郷栄秀，岡田悟，矢吹拓，宮崎景，五十嵐俊．Annual Evidence Update in 

Primary Care．第 13 回プライマリ・ケア連合学会学術大会（2022.6.横浜） 

 

２．谷口拓未，末松三奈，高橋徳幸，岡崎研太郎，大橋渉，葛谷雅文．我が国にお

ける地域枠医学生及び卒業生の地域枠に関する認識．第 54 回日本医学教育学会

（2022.8.群馬） 

 

３．和田遊太，宮良 紋奈, 岡崎 研太郎, 高橋 徳幸, 末松 三奈, 葛谷 雅文．名古

屋大学医学生の在学中および卒業後における学会発表や論文作成に関する調査．

第 54 回日本医学教育学会（2022.8.群馬） 

 

４．末松三奈．学生は模擬患者及び市民参加の多職種連携教育から何を感じ、気づ

くか．第 14 回日本ヘルスコミュニケーション学会（2022.10.名古屋） 

 

５．安友裕子，末松三奈，肥田武，野村千文，半谷眞七子．医療系学生が働きかけ

るオンライン健康増進教室の実践 ―参加学生への教育効果の検討―．第 15 回日

本保健医療福祉連携教育学会（2022.11,オンライン） 

  

ワークショップ 

 

１．末松三奈（司会・ファシリテーター），安井浩樹，岡崎研太郎，高橋徳幸，阿

部恵子（ファシリテーター）．ボードゲームで地域医療を学ぶ．第 54 回日本医

学教育学会（2022.8.群馬） 

 

受 賞 

 

１．末松三奈「第 11 回 杉浦地域医療振興助成」研究分野 

 

２．谷口拓未「Student Award（最優秀発表賞）」 

  第 54 回日本医学教育学会 

 

３．和田遊太「Student Award（優秀発表賞）」 

  第 54 回日本医学教育学会 

 


